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健感発第０７１４００１号

平成１５年７月１４日

都道府県

各 政 令 市 衛生主管部（局）長 殿

特 別 区

厚生労働省健康局結核感染症課長

重症急性呼吸器症候群についての患者、疑似症患者の判断基準等について(通知)

重症急性呼吸器症候群を感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律第六

条第六項の指定感染症として定める等の政令（平成１５年政令第３０４号。以下単に「政

令」という。）及びその関係省令の施行に当たっての留意点等については、重症急性呼吸

器症候群を感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律第六条第六項の指定

感染症として定める等の政令及び関係省令の施行について(平成１５年７月１４日健発第

０７１４００６号)により通知したところであるが、重症急性呼吸器症候群の患者及び疑

似症患者の判断基準を下記のとおり定めるので、十分にご了知願いたい。

記

１ 患者及び疑似症患者の判断基準について

重症急性呼吸器症候群（病原体がＳＡＲＳコロナウイルスであるものに限る。以下

「ＳＡＲＳ」という。）の患者又は疑似症患者についての判断基準は、別紙のとおりと

すること。

なお、当該基準については、今後の知見の収集・分析の結果を踏まえて、随時改訂し

ていく予定であるので申し添える。

２ 感染症発生動向調査との関係について

今般施行される通知については、ＳＡＲＳの患者及び疑似症患者を指定感染症の報告

対象としているが、症例定義の改正とそれに伴うＳＡＲＳコロナウイルスの行政検査の

実施等について（ＳＡＲＳ対策第１３報）」（平成１５年５月８日健感発第０５０８０

０２号）の別紙１における疑い例についても、感染症発生動向調査の一環として報告さ

れたいこと。

なお、この政令が施行される時点においては、「ＷＨＯが公表したＳＡＲＳ伝播確認

地域」は存在しないため、同通知の（１）２若しくは３、又は（２）２若しくは３に該

当する者は存在しないが、今後新たにＳＡＲＳ感染者が発生した場合にはこれらの要件

に該当する者は当然に疑い例として対応する必要があること。
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（別紙）

ＳＡＲＳ患者、疑似症患者の判断基準について

１．定義

ＳＡＲＳコロナウイルスの感染による重症急性呼吸器疾患である。

２．臨床的特徴

多くは２－７日、最大１０日間の潜伏期間の後に、急激な発熱、咳、全身倦怠、筋肉痛

などのインフルエンザ様の前駆症状が現れる。２－数日間で呼吸困難、乾性咳嗽、低酸素

血症などの下気道炎症が現れ、胸部ＣＴ、Ｘ線写真などで肺炎像が出現する。肺炎になっ

た者の８０－９０％が１週間程度で回復傾向になるが、１０－２０％がＡＲＤＳ (Ａｃｕ

ｔｅ Ｒｅｓｐｉｒａｔｏｒｙ Ｄｉｓｔｒｅｓｓ Ｓｙｎｄｒｏｍｅ) を起こし、人工呼吸器などを

必要とするほど重症となる。

致死率は１０％弱。ＷＨＯは推計として１５％と発表としている。

３．報告の基準

（１）患者の判断基準

診断した医師の判断により、症状や所見から当該疾患が疑われ、かつ、以下の方法に

よって病原体診断や血清学的診断がなされたもの。

【材料】鼻咽頭ぬぐい液、喀痰、尿、便、血清など

・病原体の検出：ウイルス培養検査

・病原体の遺伝子の検出：ＲＴ－ＰＣＲ法

・血清抗体の検出：酵素免疫測定法 (ＥＬＩＳＡ)又は免疫蛍光法 (ＩＦＡ)

注） これらの検査所見（特にＲＴ－ＰＣＲ、ウイルス分離）で陰性になった場合であ

っても、ＳＡＲＳを否定することはできない。この場合には、医師の総合判断によ

り、疑似症例として取り扱うこととする。

（２）疑似症患者の判断基準

疑似症の診断：臨床所見、渡航歴などにより判断する。

以下の①又は②に該当し、かつ③の条件を満たすものとする。

① 平成１４年１１月１日以降に、３８度以上の急な発熱及び咳、呼吸困難等の呼吸器

症状を示して受診した者のうち、次のいずれか１つ以上の条件を満たす者

（一） 発症前１０日以内にＳＡＲＳの「疑い例」・「可能性例」を看護若しくは介

護していた者、同居していた者又は気道分泌物若しくは体液に直接触れた者

（二） 発症前、１０日以内に、ＳＡＲＳの発生が報告されている地域(ＷＨＯが公表

したＳＡＲＳの伝播確認地域)へ旅行した者

（三） 発症前、１０日以内に、ＳＡＲＳの発生が報告されている地域(ＷＨＯが公表

したＳＡＲＳの伝播確認地域)に居住していた者

② 平成１４年１１月１日以降に死亡し、病理解剖が行われていない者のうち、次のい
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ずれか１つ以上の条件を満たす者

（一） 発症前１０日以内にＳＡＲＳの「疑い例」・「可能性例」を看護若しくは介

護していた者、同居していた者又は気道分泌物若しくは体液に直接触れた者

（二） 発症前、１０日以内に、ＳＡＲＳの発生が報告されている地域(ＷＨＯが公表

したＳＡＲＳの伝播確認地域)へ旅行した者

（三） 発症前、１０日以内に、ＳＡＲＳの発生が報告されている地域(ＷＨＯが公表

したＳＡＲＳの伝播確認地域)に居住していた者

③ 次のいずれかの条件を満たす者

（一） 胸部レントゲン写真で肺炎、または呼吸窮迫症候群の所見を示す者

（二） 病理解剖所見が呼吸窮迫症候群の病理所見として矛盾せず、はっきりとした

原因がないもの

注）他の診断によって症状が説明ができる場合は除外すること。


